
育児・介護に関わる女性研究職員の負担を軽減し研究の継続に資するため、研究支援要員（契約職員）

を雇用する経費を補助しています。（※本制度は育児休暇を取得した男性研究職員も対象としています）

●平成26年度第1回追加・第2回 → 各研究所に計2名の支援対象者を決定しました。
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「農研機構男女共同参画コーナー」の出展

■開催日時 平成26年7月26日 10:00～１6:00

■場 所 食と農の科学館

農研機構の男女共同参画の取組紹介のほかに、代表的な品種や技
術などの写真でできた魚を釣るゲームを実施し、多くの方に参加
していただきました。

男 女 共 同 参 画 推 進 室
＊ ＊ ＊

研究職員の研究支援要員雇用に係わる経費の補助 ＜平成26年度 第1回追加・第2回 結果報告＞

「農研機構 夏休み公開」での取組 [7月26日(土)開催]

「妊娠・育児中の部下がいる上司のためのガイドブック」を発行しました

「妊娠・育児中の部下がいる上司のためのガイドブック」 を発行しました。

内部専用サイト 「男女共同参画に関するお知らせ」

からダウンロードできます。

https://ml-wiki.sys.affrc.go.jp/f-support/

http://www.naro.affrc.go.jp/kyodo-sankaku/narorin/blog/index.html
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平成26年度 男女共同参画セミナーを開催しました

新潟大学および農研機構における男女共同参画についての講演を行い、参加者との情報交換ならびに男女共同参画の推進と

組織の活性化に役立てることを目的に、開催しました。

第7回 若手フォーラム交流会を開催しました

平成26年8月27日（水）～8月29日（金）中央農業総合研究センター北陸研

究センター（新潟県上越市）にて第7回若手フォーラム交流会を開催しまし

た。理事長をはじめ本部から7名、各研究所から1名ずつ14名、開催地の中

央農業総合研究センター8名（つくば1名、北陸7名）の、総勢29名が参加し

ました。

参加した若手研究者の間で積極的な意見交換が行われました。

また、大規模企業的経営農業や中山間地農業集団等、近年大きく変動して

いる北陸地域の農業現場を視察しました。

■参加人数

26名

■日時・場所

日時：平成26年8月28日（木）
15:45～17:15

会場：ミュゼ雪小町（新潟県上越市）

■プログラム

１招待講演 「新潟大学での男女共同参画の取組状況」
新潟大学 男女共同参画推進室室長 佐山 光子教授

２招待講演 「これからどうなる？私のキャリア形成」
新潟大学 農業生産科学科 吉田 智佳子助教

３話題提供 「農研機構での男女共同参画の取組状況」
農研機構 総合企画調整部 主任研究員 柴田 静香
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